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日
本
の
近
代
化
に
た
い
し
て
一
大
導
火
線
の
役
割
を
は
た
し
た
関
学
の
史
的
研
究
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
第
一
の
基
本
的
作
業
が
、
蘭
書
翰

多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
輸
入
蘭
書
の
う
ち
、
江

戸
幕
府
所
蔵
本
は
、
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
静
岡
の
葵
文
庫
（
現
県
立
中
央
図
書
館
）
収
蔵
本
に
加
え
て
、
三
六
一
二

O
冊
に
お
よ
ぶ
大
量
の

闘
吾
が
上
野
図
音
館
で
先
見
さ
れ
て
か
ら
も
、
す
で
に
一
四
年
に
な
る
。
そ
の
他
の
全
国
に
わ
た
る
諸
藩
等
旧
蔵
の
蘭
書
も
、
一
関
学
史
研
究
者

入
の
状
況
と
輸
入
蘭
警
の
所
在
〈
普
及
状
態
）
の
調
査
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ら
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
づ
て
、
近
来
そ
の
大
部
分
の
所
在
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、
一
劇
学
資
料
研
究
会
の
編
纂
に
か
か
る
『
明
治
前
輸
入
蘭

書
所
在
自
録
』

（
仮
題
）
の
刊
行
も
間
近
か
で
あ
る
。

闘
世
一
回
の
所
在
調
査
に
つ
い
で
重
要
な
作
業
は
、
蘭
書
の
利
用
度
の
調
査
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
蘭
書
の
講
読
状
況
を
蘭
畜
自
体
に
つ
い
て
吟
味

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
者
写
a

抄
出
。
翻
訳
の
有
無
や
程
度
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
仕
事
は
蘭
書
輸
入
状
況
の
研
究
に
も
ま
し

て
困
難
な
仕
事
で
あ
り
、
部
分
的
に
は
個
別
な
い
し
は
地
域
別
研
究
も
相
当
す
す
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
全
国
的
、
綜
合
的
な
克
明
は

佐
賀
支
藩
の
一
関
学
に
つ
い
て
（
杉
本
）

じ



佐
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学
に
つ
い
て
（
杉
本
）

七
四

ま
だ
ま
だ
将
来
を
期
す
る
の
ほ
か
な
い
現
況
で
あ
る
。

わ
た
く
し
も
年
来
右
の
よ

5
な
脅
調
査
の
協
同
作
業
に
多
少
と
も
に
参
画
し
て
き
た
が
、
地
域
別
の
調
査
は
や
は
り
一
定
の
地
蚊
に
肢
を
落

ち
つ
け
て
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
、
充
分
の
効
果
の
あ
が
ら
な
い
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
痛
感
し
て
き
た
。
幸
い
昨
年
か
ら
当
分
福
岡
の

地
に
居
を
か
ま
え
て
、
対
外
文
化
交
渉
史
の
研
究
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
九
州
地
方
の
諸
涯
を
主
と
し
た
蘭
蓄
の
落
穂
拾
い
を

ふ
く
め
て
、
こ
の
方
面
の
蘭
学
関
係
史
料
の
基
本
的
調
査
に
身
を
挺
す
る
覚
悟
で
一
応
の
プ
ラ
ン
も
た
て
、
機
会
を
つ
く
っ
て
は
探
訪
に
出
か

け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
昨
年
は
地
元
の
筑
前
藩
の
調
査
に
従
事
し
た
が
、
九
州
諸
藩
中
で
は
比
較
的
は
や
く
一
両
学
に
手
が
つ
け
ら
れ
た
わ
り

。。

に
、
翻
意
回
の
手
が
か
り
は
得
ら
れ
ず
、
そ
の
他
の
関
係
史
料
も
満
足
す
べ
き
ほ
ど
に
は
残
存
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
ィ

そ
こ
で
今
年
度
は
佐
賀
地
方
の
調
査
に
と
り
か
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
地
方
は
本
藩
鍋
鳥
家
を
は
じ
め
、
小
城
＠
蓮
池
等
の
支
藩
、
そ

れ
に
本
務
家
老
の
武
雄
鍋
島
家
に
も
多
数
の
関
係
史
料
が
伝
え
ら
れ
、
今
日
そ
の
大
部
分
を
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
藩
鍋
島
家
の
蘭
書
に
つ
い
て
い
え
ば
、
板
沢
武
雄
『
日
開
文
化
交
渉
史
の
研
究
』
所
収
の
「
佐
賀
鍋
島
元
侯
爵
家
蘭
番
目
録
」
に
は
、
七

三
一
二
部
に
の
ぼ
る
大
量
の
闘
蓄
名
が
あ
げ
で
あ
る
。
そ
れ
が
昭
和
三
二
年
の
有
馬
成
甫
「
九
州
方
面
訪
書
採
料
報
告
其
五
佐
賀
」

（
関
学
資
料

研
究
会
『
研
究
報
告
』
二
五
）
で
は
、

五
鍋
島
家
内
庫
所
収
蔵
書
と
し
て
わ
ず
か
に
九
三
冊
が
記
録
さ
れ
、

佐
賀
県
立
図
書
館
に
寄
託
に
な

つ
℃
以
後
の
閉
館
一
編
纂
の
『
糊
一
議
関
菩
目
録
』
に
も
、
開
審
一
一
人
冊
、
英
誓
三
四
冊
ほ
ど
が
数
え
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
明
治
以
後
今
日
に
い
た
る
ま
で
の
聞
に
、
大
多
数
が
姿
を
隠
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
の
調
査
究
明
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
よ
う
で

弘山
vhvo

つ
ぎ
に
同
家
所
蔵
の
洋
学
関
係
和
漢
書
・
古
文
書
類
は
、
内
庫
所
収
積
分
と
佐
賀
鍋
島
報
効
会
保
管
分
な
ら
び
に
東
京
渋
谷
の
鍋
島
家
事
務

所
倉
庫
保
管
分
が
、
あ
い
つ
い
で
佐
賀
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
、
分
類
整
理
も
進
め
ら
れ
て
、
よ
う
や
く
閲
覧
に
便
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ベ

こ
れ
ら
の
史
料
を
利
用
し
た
本
藩
蘭
学
史
関
係
の
研
究
著
述
に
は
、
周
知
の
と
お
り
『
鍋
島
直
正
公
伝
』

「
佐
賀
藩
海
軍
史
』

『
佐
賀
藩
銃
砲



沿
革
史
』
と
い
っ
た
戦
前
の
書
が
あ
る
。

『
直
正
公
伝
』
は
佐
賀
蔵
学
の
推
進
者
で
、

庁
間
側
務
大
名
占
と
し
て
著
名
な
閑
受
の
代
の
関
学
の
勃

興
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、
あ
と
の
こ
著
も
軍
事
に
関
す
る
専
門
書
と
し
て
参
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
武
雄
に
つ
い
て
は
昭
和
三
一
年
石
井
良
一
の
遺
稿
『
武
雄
ト
叉
』
が
刊
行
さ
れ
、
本
藩
に
さ
き
が
け
て
「
西
洋
文
化
輸
入
の
先
覚
者
」
で

あ
っ
た
領
主
鍋
島
茂
義
と
そ
の
子
茂
昌
の
二
代
を
通
じ
て
、
日
本
最
初
の
種
痘
を
同
地
で
お
こ
な
っ
た
事
実
と
、

お
な
じ
く
酉
洋
砲
術
の
先
駆

的
導
入
の
経
緯
を
明
か
に
し
た
が
、
蘭
学
史
料
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
前
記
有
馬
成
甫
「
九
州
方
国
訪
書
采
司
報
ヒ
口
、
主
（
四
武
堆
」
へ
『
蘭
研
報
〕

t－
L

一

左

口

』

二

四

」

と
、
こ
れ
を
も
と
と
し
て
三
七
年
刊
行
を
み
た
『
武
雄
の
蘭
学
』
に
お
い
て
、
現
在
、
旧
武
雄
鍋
島
家
か
ら
武
縫
高
等
学
校
に
寄
託
さ
れ
て
い

る
閲
蓄
を
主
と
し
た
洋
書
類
七

O
部
二
二
八
冊
が
解
説
紹
介
さ
れ
、
前
記
茂
義
＠
茂
昌
の
事
蹟
も
よ
り
詳
納
に
究
明
さ
れ
た
。

註

ω
拙
稿
「
筑
前
蘭
学
古
学
姶
考
」
（
↓
山
町
一
一
割
〈

H

立
一
際
）
参
照
。

ω
佐
賀
県
立
凶
書
館
編
詰
制
民
家
蔵
書
巴
録
』
（
其
の
一
）
昭
和
三
九
年

三
月
刊
（
其
巴
乙
昭
和
四
一
年
三
月
刊
、
参
照
。

(2) (1) 

静
岡
県
立
師
範
学
校
「
貴
重
詩
書
目
録
』
参
照
。

蘭
学
資
料
研
究
会
『
江
戸
幕
府
旧
蔵
洋
書
目
録
』
参
照
。

佐
賀
藩
の
蘭
学
は
右
の
ご
と
く
、
本
落
と
な
ら
ん
で
武
雄
鍋
島
家
が
き
わ
だ
っ
て
優
位
に
あ
り
、
そ
の
問
究
も
ひ
と
と
お
り
出
そ
ろ
っ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
い
わ
ゆ
る
佐
賀
の
三
支
藩
の
蘭
学
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
？

本
稿
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
も
、
表
題
の
し
め
す
と

お
り
、
こ
れ
ら
の
支
藩
に
お
け
る
闘
学
発
達
の
事
情
を
、
筆
者
の
数
回
に
わ
た
る
関
係
史
料
の
調
査
を
通
じ
て
採
り
だ
す
と
い
う
点
に
お
い
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
以
外
に
困
難
な
仕
事
で
、
現
在
の
筆
者
の
調
査
段
階
で
は
よ
う
や
く
探
究
の
い
と
口
を
叙
す
る
程
度
以
上
に
出
ら

佐
賀
支
藩
の
蘭
学
に
つ
い
て
（
杉
本
）

七
五
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れ
ぬ
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
佐
賀
藩
が
鍋
島
閑
吏
の
時
代
に
、
か
れ
と
な
ら
び
称
せ
ら
れ
る
鹿
児
島
の
島
津
斉
彬
に
一
歩
さ
ま
ん
じ
て
、
西
洋
文
化
の
導
入
育
成
に

力
を
つ
く
し
、
ま
ず
天
保
五
年
創
設
の
藩
の
医
学
校
に
蘭
学
寮
を
お
き
（
嘉
永
四
年
）
、
や
が
て
蘭
医
方
を
本
格
化
す
る
た
め
好
生
館
を
建
設

し
（
安
政
五
年
）
、

一
方
火
術
方
を
設
け
て
洋
式
軍
事
訓
練
に
つ
と
め
（
弘
化
元
年
）
、

日
本
で
は
じ
め
て
反
射
炉
を
建
て
て
大
砲
・
小
銃
の

製
造
を
開
始
し
（
嘉
永
三
年
）
、

さ
ら
に
化
学
工
業
技
術
の
研
究
の
た
め
の
精
練
方
を
設
置
し
（
同
五
年
て
さ
ら
に
西
洋
型
船
舶
の
輸
入
（
安
政

四
年
）
か
ら
蒸
汽
船
の
建
造
に
進
み
（
慶
応
元
年
）
、
諸
藩
中
抜
群
の
海
軍
力
を
養
成
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
欧
米
文
化
の
趨
勢
を
洞
察
し
て
、

関
学
よ
り
英
学
へ
の
転
換
を
は
か
り
、
長
崎
に
英
学
校
（
致
遠
館
）
を
設
け
る
に
い
た
っ
た
い
き
さ
つ
な
ど
、
す
で
に
ひ
ろ
く
知
ら
れ
て
い
る

と
お
り
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
幕
末
諸
藩
中
で
、
佐
賀
藩
の
蘭
学
は
ひ
と
き
わ
卓
越
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
各
支
藩
に
そ
の
影
響
が
お
よ
ぶ
の
は
当

然
で
あ
ろ
う
。
は
た
せ
る
か
な
、
関
係
史
料
は
相
当
数
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
が
い
ま
ま
で
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
小
城
島
蓮
池
の
両
支
藩
で
あ
っ
て
、
鹿
島
の
調
査
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
小
城
鍋
島
家
の
旧
蔵
史
料
は
、
昭
和
三
六
年
以
降
再
度
に

わ
た
り
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、

一
応
分
類
整
濯
を
お
え
て
、

『
小
城
鍋
島
文
庫
目
録
』

・
『
間
続
』
が
三
七
年
六
月
と
三
九
年

一
O
月
に
そ
れ
ぞ
れ
刊
行
さ
れ
て
い
る
し
、
蓮
池
鍋
島
家
の
旧
蔵
史
料
も
佐
賀
県
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
、
三
九
年
二
月
に
『
鍋
島
蓮
池
文
庫

目
録
』
が
プ
リ
ン
ト
で
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
両
文
庫
と
も
に
蘭
学
関
係
史
料
が
い
ず
れ
お
と
ら
ず
多
数
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
ス
ペ
ー
ス
が
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
小
城
文
庫
の
分
を
中
心
に
す
え
て
、
蓮
池
な
ら
び
に
本
藩
文
庫
本
と
も
対
照
し
つ
つ
、
若

干
の
史
料
的
検
討
を
お
こ
な
い
、
こ
の
操
作
を
通
じ
て
佐
賀
支
藩
の
蘭
学
の
発
達
に
つ
い
て
、
何
等
か
研
究
の
手
が
か
り
を
得
た
い
と
思
う
。

小
城
文
庫
正
続
目
録
に
記
載
さ
れ
た
蘭
学
関
係
文
献
（
明
治
は
四
年
の
廃
藩
置
県
ま
で
に
限
定
）
の
部
門
別
数
量
は
、
筆
者
の
計
算
し
た
と

こ
ろ
で
は
、
左
表
の
ご
と
く
な
る
。
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ロ
冊
叩
即
W
E
ロ
門
戸
石
町
司
同
国

w
z
w
の
最
後
編
ロ
叩
〈

2
1広
三
口
問
色

2
0
2ロ
2

。｝回目
H
F円
H

－。ロ

田
町

8
2
1す
な
わ
ち
医
者
の
種
々
の
義
務
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
内
容
か
ら
み
て
明
ら
か
で
、
日
誌
（
続
）
の
同
，

E
2
1百
江
口
肉
・
：

し
て
あ
る
。

：
・
は
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
う
。
非
常
に
達
筆
な
ペ
ン
字
写
本
で
、
な
か
に
若
干
単
語
の
和
訳
を
記
入
し
、
裏
表
紙
に
「
有
斐
堂
蔵
」
と
記

つ
ぎ
に

0
0的
2
H
N芯
宮
町
ロ
は
内
題
に
U

O

N

芯
W
Zロ
4
2
H
F
Z
Z
2
1
2
0同
町

内
W

神
的
印
江
主
と
あ
る
ご
と
く
、
網
膜
と
祝
力
の
病
気
に

つ
い
て
の
論
稿
で
、
原
著
者
は
未
詳
で
あ
る
が
、
前
掲
『
佐
賀
鍋
島
元
侯
爵
家
蘭
書
目
録
』
に
も
み
え
ず
、
そ
の
道
の
資
料
と
し
て
興
味
の
あ
る

七
七

佐
賀
支
藩
の
蘭
学
に
つ
い
て
（
杉
本
〉



佐
賀
支
藩
mu
蘭
学
に
つ
い
て
（
杉
本
）

七
八

、
、
、

も
の
で
あ
る
う
。
と
い
う
の
は
、
ペ
ン
書
き
で
一
語
一
語
和
訳
が
つ
け
て
あ
り
（
も
っ
と
も
は
じ
め
の
方
が
多
い
が
）
そ
こ
ひ
・
百
呂
・
近
視

遠
親
等
一
八
項
に
わ
た
り
、
簡
単
に
解
説
し
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
『
人
工
体
普
録
』
は
書
名
も
晦
渋
で
あ
る
が
、
内
容
も
蘭
文
九
二
立
に
わ
た
る
目
次
で
あ
り
、
筆
者
に
は
ま
だ
正
体
が
つ
か
め
て
い
な

い
の
で
後
考
に
ま
ち
た
い
。

つ
ぎ
に
醗
訳
書
は
み
ら
れ
る
と
お
り
、
軍
事
関
係
書
が
庄
倒
的
に
多
く
、

つ
い
で
外
園
地
理
香
・
自
然
科
学
蓄
の
順
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

佐
賀
藩
全
体
の
蘭
学
の
動
向
を
明
白
に
反
映
し
て
い
る
。

そ
こ
で
す
く
な
い
方
か
ら
み
て
ゆ
く
と
、
語
学
は
意
外
に
わ
ず
か
で
、
大
槻
茂
質

（
玄
沢
）
の
『
蘭
学
階
梯
』
と
村
上
義
茂
（
英
俊
）
の
＝
一
一
語
便
覧
』
な
ら
び
に
小
山
陶
三
径
の
『
縦
一
位
蛮
語
築
』
（
嘉
永
元
年
刊
〉
し
か

・
堤
毅
士
訳
『
万
国
公
法
訳
義
〕
・
箕
作
鴎
祥
口
訳
『
仏
関
西
法
律
室
田
』

み
あ
た
ら
な
い
。

社
会
科
学
の
部
も
、

加
藤
弘
之
『
英
政
大
意
一

（
民
法
）
な
ど
慶
応

t
明
治
初
期
の
刊
本
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
問
題
に
し
な
い
。

自
然
科
学
の
部
に
な
る
と
、
大
理
容
（
雪
斎
）

『
民
間
格
致
問
答
』

ゐ
田
中
綱
紀
三
一
凶
奇
器
述

d

青
地
林
宗
一
気
海
観
澗
』

J ! I 
本
幸

民
『
気
海
観
測
広
義
』
な
ど
の
物
理
書
と
、
緒
方
洪
施
『
扶
氏
（
経
験
）
遺
訓
』

大
庭
雲
斎
『
体
液
究
理
分
離
則
』
そ
の
ほ
か
訳
者
未
詳
の

『
人
身
究
班
』

『
居
家
必
要
医
療
手
引
』
、
表
紙
に
「
間
駄
熱
兼
腕
脇
キ
ン
街
」
と
あ
る
写
本
な
ど
の
医
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
『
民

間
格
致
問
答
』
は
、

佐
賀
藩
蘭
学
者
中
で
主
導
的
地
位
に
あ
っ
た
大
庭
雪
斎
が
守

gロロ
g
p江
守
の
〈
o

－r？
Z
5
E円
吉
岡
口
合
を
文
久
か

ら
元
治
二
年
に
か
け
て
六
冊
に
わ
け
て
議
訳
刊
行
し
た
力
作
、

問
答
休
の
原
著
を
平
易
な
口
語
文
を
も
っ
て
草
斐
子
民
に
記
述
し
て
あ
る
の

。。

で
、
藩
内
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
読
者
界
に
あ
た
え
た
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
。
同
文
庫
目
録
に
よ
れ
ば
、
六
冊
の
完
本
と
二
時
だ
け
の
欠

本
と
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
民
念
な
が
ら
完
本
の
現
物
は
筆
者
の
数
度
の
調
査
で
は
み
あ
た
ら
な
い
。
た
だ
し
二
時
本
の

－
古
田
一

第
五
巻
末
毘
の
奥
書
に
「
元
治
二
年
四
足
廿
六
日
犬
伝
山
市
生
よ
り
貰
之
、
金
六
冊
」
と
記
し
、
一
劃
一
の
日
記
も
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ

の
本
は
著
者
か
ら
刊
汚
早
々
人
主
主
栢
島
某
（
同
訪
日
沼
紛
叫
）
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
利
一
る
。



緒
方
洪
庵
の
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
は
前
記
国
三
巴
白
ロ
門
戸
の
開
ロ
岳
山
円
山
岳
O
ロ
冨
包
仙
の
ロ
ヨ
の
訳
（
二
六
巻
）
で
あ
る
が
、

の
端
本
し
か
な
い
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
書
物
も
天
保
一
四
年
ご
ろ
洪
庵
の
迎
塾
に
入
門
し
た
雪
斎
が
参
校
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

小
城
に
は
二
冊

若
干
の
書
入
れ
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
書
体
か
ら
み
て
福
島
清
行
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に

『
体
液
究
理
分
離
則
』

は
ド
イ
ツ
人
プ
レ
ン
ク
の
著
の
蘭
訳
本
、

認
叩
H
M
m

乙
4
2同
Fn

司目白ロ－
nu

』－
H
H
E
Z－wロロ

A

出
ぬ

す
な
わ
ち

4
Z
E－－
a
o
o同
国
主
B
・
E
－〉－
d
可

2
Z－
を
雪
斎
が
さ
ら
に
重
訳
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
囚
巻
二
二

O
枚
に
お
よ
ぶ
力
作
で
あ
る
o

そ
の
訳
業

の
由
来
は
雪
斎
み
ず
か
ら
序
言
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
で
、
そ
の
要
点
を
摘
記
す
る
と
、
藩
主
閑
受
公
が
つ
と
に
西
洋
医
学
に
心
を
い
た
し
、

医
学
校
を
興
し
て
雪
斎
も
そ
の
教
導
に
任
ぜ
ら
れ
た
経
緯
を
称
揚
し
、
こ
れ
に
報
い
る
の
志
を
も
っ
て
、

『
解
体
新
書
』

『
医
範
提
綱
』
等

の
の
ち
に
学
ぶ
べ
き
も
の
と
し
て
、
家
蔵
の
プ
レ
ン
ク
の
書
を
和
訳
す
る
に
決
し
た
と
い

5
0
た
だ
こ
の
書
の
刊
行
は
一
八

O
七
年
で
、

（
茂
…
開
拓
評
）
ヲ
去
ル
事
主
十
一
年
ア
リ
。
西
洋
ハ
蓋
シ
日
新
ノ
学
ニ
ジ
テ
、
今
日
ハ
昨
日
ヨ
リ
モ
精
シ
。
故
－
一
我
邦
ノ
学
者
亦
争
テ
新
著
ノ

ヲ
好
ミ
、
大
抵
二
十
年
前
一
一
出
タ
ル
者
ハ
旧
本
ナ
リ
ト
シ
テ
称
誉
セ
ズ
。
円
必
亦
所
謂
ル
本
ヲ
忘
レ
テ
末
ニ
走
ル
ノ
風
習
ニ
躍
レ
ル
カ
」
と
、
当

ー「
ρ、
I 

時
の
学
界
の
通
弊
に
一
矢
を
投
じ
、

「
日
東
ニ
実
学
ノ
行
ハ
ル
、
事
潟
ニ
五
十
余
年
ナ
リ
。
仮
A
A
V

賢
方
博
識
ノ
人
タ
リ
ト
モ
、
北
（
業
恐
ク
ハ
未

タ
西
洋
ノ
百
年
前
ニ
モ
及
フ
能
ハ
ザ
ル
事
遠
カ
ラ
ン
。
若
シ
然
ル
事
ア
ラ
パ
、
五
十
年
前
ノ
旧
物
タ
ル
此
書
ノ
如
キ
モ
尚
且
ツ
’
新
著
ノ
蕃
ナ
ル

ヘ
シ
」
と
い
っ
た
見
識
を
も
っ
て
、
あ
え
て
訳
述
し
た
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
の
一
端
を
机
介
す
る
と
、

（
序
説
〉

「
神
経
液
」

「
分
離
学
准
名
小
引
」

－
（
径
一
）
「
人
体
元
素
」
・
〈
巻
二
）

「
血
液
」

「
鼻
孔
悌
液
」

「
喉
頑
腺
液
」

「
開
完
吸
気
＆
呼
気
」

・
「
唾
液
」

「一氏液」

（
巻
三
）

「
団
喉
枯
淡
」

・
「
（
限
部
）
水
晶
波
」

「
術
開
制
粘
液
」

「
胃
液
」

「
際
汁
」

・
「
腸
内
楽
質
」

「
府
間
阿
波
」

「
尿
」
、

（
巻
四
）

「
乳
汁
」

「
勝
波
」

「
胆
汁
」

「
尿
頭
粘
液
」

・
「
陸
粘
液
」

「
卵
巣
波
」

「胎

「
月
経
血
液
」

「
女
子
精
紋
液
」

「
子
宮
陸
液
」

「一一訳語液」

「
男
精
」

児
液
」

「
死
後
人
体
腐
敗
」
な
ど
、
体
液
全
部
に
わ
た
っ
て
詳
し
く
解
説
し
、
訳
語
も

・
「
関
一
刻
液
」

「
骨
中
波
」

・
「
全
身
套
皮
液
」

佐
賀
支
藩
の
一
蘭
学
に
つ
い
て
（
杉
本
）

七
九



佐
賀
支
藩
の
蘭
学
に
つ
い
て
（
杉
本
）

i¥. 
0 

今
日
と
ほ
と
ん
ど
同
様
の
名
称
で
、
な
か
で
も
雪
斎
「
自
ラ
熟
字
ヲ
作
テ
対
訳
」
し
た
も
の
が
多
い
。
筆
者
は
医
学
上
の
批
判
は
む
ろ
ん
で
き

な
い
が
、
間
々
文
字
・
文
章
を
訂
正
し
た
箇
処
が
あ
っ
て
原
本
に
近
い
感
を
あ
た
え
ら
れ
る
。
他
に
写
本
を
み
な
い
と
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
珍

重
さ
る
べ
ぎ
文
献
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
『
抱
氏
人
身
窮
理
」

（
三
巻
一
冊
）
は
、
官
頭
に
「
哨
蘭

抱
道
英
先
生

口
授
」
と
あ
り
、
ほ
か
に
は
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
は

記
し
て
な
い
が
、
抱
道
英
は
そ
の
発
音
よ
り
推
し
て
ボ
ー
ド
イ
ン
（
（
切
白
ロ
門
Z
E
w
k
r・
－
吋
・
）
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ボ
ー
ド
イ
ン
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
ポ
ム
ペ
（
唱
。
B
H
F
冨
・
〈
白
ロ
）
の
帰
国
後
幕
府
が
長
崎
医
学
所
（
改
称
し
て
精
得
的
と
い
う
）
に
招
聴
し
た
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍

一
等
軍
医
で
、
わ
が
国
の
医
学
教
育
と
新
治
療
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
き
く
、
こ
と
に
限
科
治
法
を
よ
く
し
、
わ
が
国
の
西
洋
流
眼
科
は
ボ
氏

に
よ
っ
て
大
い
に
発
達
し
た
と
い
わ
れ
る
（
し
て
み
れ
ば
さ
さ
に
あ
げ
た
。
。
m
oロ
N
芯－
2
0ロ
も
あ
る
い
は
ボ
氏
の
用
い
た
テ
キ
ス
ト
か
も
し

れ
な
い
）
。
こ
の
書
も
ボ
氏
の
口
述
を
筆
記
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
か
ら
、

お
そ
ら
く
佐
賀
穂
か
ら
長
崎
に
学
ん
だ
も
の
も
、
こ
の
テ
キ
ス
ト

を
使
用
し
た
も
の
と
惣
像
さ
れ
る
。
内
容
は
生
理
学
概
説
で
、
と
り
立
て
て
い
う
こ
と
も
な
い
。

『
畑
一
時
医
療
手
引
』

O
長
生
略
論

（
一
八
五
五
年
発
行
と
記
す
）
は
小
冊
で
は
あ
る
が
、
は
じ
め
に

扶
歌
蘭
土
ニ
従
フ

と
あ
り
、

扶
駄
蘭
土
は
前
出
の
司
旦
巴
白
白
色
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
フ
l
フ
ェ
ラ
ン
ド
の

開ロ
n
E
Z品
目
。
ロ
冨
m
E
n
g
g
あ
た
り
か
ら
、

長
生
法
を
抜
粋
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
半
に
一
般
論
を
の
べ
た
の
ち
、
「
是
ノ
他
ノ
事
件
ハ
名
誉
ナ
ル
扶
駄
蘭
土
ノ
貴
価
ノ
冊
子
ニ
論
ズ

ル
ヲ
観
テ
、
生
命
延
長
ノ
術
ヲ
知
ル
ベ
シ
」
と
こ
と
わ
っ
て
、
国
同
弱
・
痔
疾
・
便
秘
以
下
長
生
を
阻
害
す
る
病
気
の
療
法
を
説
い
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
医
書
で
は
な
い
が
、
や
は
り
大
庭
雪
斎
訳
述
の
『
算
字
算
法
基
原
或
問
上
篇
』
を
あ
げ
よ
う
。
あ
い
に
く
四

t
六
巻
し
か
な
い

が
、
こ
の
書
の
原
本
は
『
佐
賀
鍋
島
元
侯
爵
家
蘭
書
目
録
』
度
学
並
算
学
蓄
の
部
に
の
せ
て
あ
る

ヤ
l
コ
γ
プ
、
デ
、
ゲ
ル
デ
ル



五、

一
ア
ル
レ
ル
、

ヱ
l
ル
ス
テ
、
ゴ
ロ
ン
デ
ン
、
デ
ル
、

冊

セ
イ
フ
ル
キ
ュ
ン
ス
ト

算
字
学

に
あ
た
り
、

ο目
E
2
u
】
白

noσ
門
同

m
w
H
k
r

－－0
2
2
h四
円
。
ロ
弘
司
ロ
円
四
四
円

n
c
p昇
ロ
ロ
己
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

内
容
は
算
数
の
基
本
原
理
を
間

答
体
を
も
っ
て
例
解
し
た
も
の
で
、
訳
年
の
記
入
は
な
い
が
、
雪
市
が
こ
の
蓄
を
出
し
た
こ
ろ
、
日
本
で
は
よ
う
や
く
和
算
に
か
わ
っ
て
洋
算

が
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
ま
た
数
学
史
上
巡
し
え
な
い
文
献
で
お
ろ
う
。

以
上
の
ご
と
く
、
小
城
文
庫
の
自
然
科
学
書
に
は
三
部
の
闘
文
医
書
の
写
本
も
あ
り
、
和
訳
医
者
写
本
に
も
注
目
す
べ
ま
も
の
が
数
点
あ
る
の

の
部
も
ほ
と
ん
ど
刊
本
で
あ
っ
て
、

に
た
い
し
て
、
蓮
池
文
庫
に
は
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
写
本
（
一

O
冊
）
が
あ
る
ほ
か
、
医
書
は
ま
っ
た
く
み
え
ず
、
本
務
鍋
島
文
庫
の
医
晶
一
一
百

『
体
液
究
理
分
離

と
く
に
大
庭
雪
粛
の
著
者
の
う
ち
、

則
』
と
『
算
字
算
法
基
原
或
間
』
の
二
蓄
は
、
最
近
の
研
究
論
文
、
古
田
東
朔
「
大
庭
雪
斎
」
に
も
も
れ
て
お
り
、
今
後
雪
山
知
の
究
明
に
と
っ
て

小
城
に
あ
る
よ
う
な
写
本
類
は
皆
無
で
あ
る
。

は
不
可
欠
の
文
献
と
さ
れ
よ
う
。

註

ω
鹿
島
関
係
文
書
は
現
在
鹿
島
市
祐
徳
神
社
と
鹿
島
鍋
島
邸
に
保
管
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
整
理
に
あ
た
っ
た
三
好
不
二
雄
教
授
の
教
示
に
よ
れ
ば
、

間
学
関
係
史
科
は
ほ
と
ん
ど
限
に
つ
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ω
日
本
学
士
院
縦
『
明
治
的
日
本
．
比
学
史
』
第
三
巻
一
四

O
頁
参
照
。

ω
大
庭
雪
斎
と
『
民
間
格
致
問
答
』
に
つ
い
て
は
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
第

三
編
ニ
六
一
ニ
j
五
頁
な
ら
び
に
古
田
東
朔
「
大
庭
雪
斎
」
（
関
学
資
料
研

究
会
『
研
究
報
告
』
一
四
二
）
等
参
照
。

ω
前
掲
、
古
田
一

J
二
頁
参
照
。

削
各
巻
の
冒
頭
に

佐
賀
支
藩
の
蘭
学
に
つ
い
て
（
杉
本
）

体
液
究
理
分
離
則
巻
一
千
八
百
零
七
年
鍍
行

イ
イ
ア
レ
ン
キ

独
乙
大
学
士
伊
依
布
述
古
口
者

ハ
ア
．
、
ヶ

和
郎
産
科
教
授
翠
亜
抜
介
訳

酉

肥

佐

広

大

庭

る

雪

清

重

訳

と
記
し
て
あ
る
だ
け
で
、
原
書
名
は
記
し
て
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く
本
文

の
書
名
を
あ
て
て
み
た
。
な
お
内
容
の
対
照
点
検
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

削
佐
藤
栄
七
『
日
本
洋
学
編
年
史
』
六
三
四
真
。

仰
『
目
関
文
化
交
渉
史
の
研
究
』
六
四
九
頁
。

ω
関
学
資
料
研
究
会
『
研
究
報
告
』
一
四
二
号
。

;l、



佐
賀
支
藩
の
関
学
に
つ
い
て
（
杉
本
）

八

つ
ぎ
に
外
園
地
理
書
に
限
を
う
っ
す
と
、
そ
の
大
部
分
が
刊
本
で
、
し
か
も
米
人
権
理
哲
『
地
球
説
略
』
（
一
八
五
六
）
・
英
人
慕
維
策
『
地

理
全
志
』

－
陳
逢
衡
『
英
吉
利
紀
略
』
の
ご
と
く
、
中
国
で
漠
訳
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
和
刻
本
が
い
く
つ
か
あ
り
、
こ
れ
ら
は
別
に
珍
し
い
も

の
で
は
な
い
。
図
書
の
う
ち
、
箕
作
寛
省
（
院
甫
）
『
坤
輿
図
識
』

（
弘
化
四
年
の
同
補
と
も
九
冊
）
は
、
本
務
主
鍋
烏
閑
畏
が
弘
化
二
年
（
一
八

四
五
）
の
刊
行
直
後
、
こ
れ
を
も
と
め
て
感
想
の
絶
句
を
寄
せ
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
院
甫
が
長
崎
へ
ゆ
く
途
中
、
佐
賀
に
宿
し
た
と
き
も

引
見
し
て
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
つ
た
と
い
う
い
わ
く
が
あ
り
、
そ
の
こ
ろ
の
世
界
地
理
書
中
で
関
曳
が
強
く
感
銘
し
た
だ
け
の
好
著
で
あ
る
。

写
本
の
う
ち
で
は
夢
遊
道
人
す
な
わ
ち
山
材
才
助
『
西
洋
雑
記
』
（
二
冊
）
・
安
積
信
『
洋
外
紀
略
』
（
三
冊
）
や
、
ゴ
ロ
ウ
ニ
ン
原
著
、
青
地
盈

（
林
宗
）
訳
、
高
橋
景
保
校
の
『
奉
使
日
本
紀
行
』

（一

O
冊
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
奥
書
・
書
入
等
を
ま
っ
た
く
欠
い
て
い
る
た
め
、

数
が
多
い
に
し
て
は
、
問
題
に
な
る
書
物
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
一
番
数
の
多
い
軍
事
関
係
書
は
、
林
子
平
『
海
国
兵
淡
』
（
三
冊
）
・
高
橋
景
保
編
『
近
時
海
国
必
読
書
』
（
一

O
冊
）
・
塩
田
順
応
『
海

防
葉
議
』
（
一
ニ
ニ
冊
）
な
ど
の
海
防
書
の
写
本
が
数
部
残
っ
て
い
る
ほ
か
、
大
部
分
は
オ
ラ
ン
ダ
兵
書
類
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
刊
本
が
九
部
で

あ
る
の
に
た
い
し
て
、
写
本
が
一
二
部
も
あ
る
。
し
か
し
軍
事
関
係
書
は
蓮
池
に
七
五
部
も
あ
り
、
鍋
島
本
藩
は
調
査
未
了
の
た
め
数
字
の
明

確
は
欠
く
が
、
目
録
か
ら
算
出
し
た
と
こ
ろ
で
も
、
蓮
池
を
優
に
凌
駕
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
蘭
書
七
百
余
部
う
ち
軍
事
関
係
書
一
五
五
部
を

所
蔵
し
、
幕
末
軍
事
技
術
で
薩
藩
と
雌
雄
を
競
っ
た
佐
賀
藩
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
和
本
軍
事
関
係
書
も
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
は
恐
像
に

か
た
く
な
く
、
支
蒋
も
幕
末
に
は
佐
賀
務
長
崎
轡
備
の
一
翼
を
に
な
っ
て
、
小
城
・
蓮
池
は
伊
王
島
、
鹿
島
は
沖
ノ
島
な
ど
受
持
ち
の
守
禦
地

。，M

も
定
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
多
数
の
兵
書
（
と
く
に
写
本
類
〉
が
残
っ
て
い
る
の
は
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
。
こ
と
に
蓮
池
で
は
入
世
落
主
直
与

（
雲
史
）
が
兵
学
に
力
を
い
れ
、
長
崎
よ
り
高
見
浅
五
郎
を
招
い
て
仲
間
造
所
を
設
け
、
巨
砲
数
十
門
を
鋳
造
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
吋
現



存
官
官
で
み
る
か
ぎ
り
、
本
務
に
匹
敵
す
る
兵
骨
一
回
を
残
し
て
い
る
の
も
、
充
分
首
肯
し
う
る
の
で
あ
る
。
武
雄
鍋
島
家
所
蔵
の
和
本
兵
量
一
一
が
み
あ

た
ら
な
い
で
残
念
で
あ
る
が
、
武
雄
の
西
洋
砲
術
が
は
じ
め
か
ら
本
藩
を
リ
ー
ド
す
る
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
前
記
『
武
雄
の
一
劇
学
』
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
の
よ
う
な
清
勢
の
も
と
で
、
小
城
支
藩
は
す
こ
ぶ
る
見
お
と
り
が
す
る
が
、
そ
れ
で
も
同
落
は
鍋
島
三
支
落
中
で
は
最
大
で
あ
り
、
明
治

三
年
（
一
八
七

O
）
兵
部
省
の
『
全
国
銃
砲
調
査
』
に
よ
る
と
、
小
城
は
、
大
砲
六
門
、
小
銃
六
三
三
挺
を
装
備
し
、
蓮
池
の
大
泡
四
円
、
小

銃
五
｝
五
挺
よ
り
毘
勢
で
あ
る
。
も
っ
と
も
明
治
四
年
の
『
大
小
説
仕
分
帳
』
に
よ
る
と
、
武
雄
軍
団
の
大
砲
一
七
円
、
小
銃
八
五

O
挺
、
佐

vhυ 

賀
武
庫
所
（
本
潜
）
の
大
砲
九
円
、
小
銃
一
三
三
挺
と
い
う
数
字
が
し
め
さ
れ
て
い
る
の
で
可
小
城
は
小
銃
は
と
も
か
く
大
砲
で
は
武
雄
の
足

も
と
に
も
寄
り
つ
け
な
い
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
め
ぼ
し
い
兵
書
を
二
・
一
ニ
あ
た
っ
て
み
る
。
鈴
木
春
山
の
『
兵
学
小
識
』

〈
一
二
冊
）
は
ど
こ
で
も
み
か
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
小

域
本
に
は
若
干
の
書
入
れ
の
あ
る
こ
と
を
注
害
し
て
お
こ
う
。

つ
ダ
に
『
海
上
砲
術
全
書
』
に
つ
い
て
、
小
城
に
は
表
紙
『
ゼ
l
ア
ル
」
、
内

題
『
ゼ

l
ア
ル
チ
ル
レ
リ
イ

l
翻
訳
海
上
砲
術
全
書
』
一
二
冊
本
が
あ
る
が
へ
本
務
に
は
一
五
冊
の
端
本
が
伝
わ
っ
て
お
り
・
蓮
池
に
は
表
紙
に

『
抵
阿
児
蜘
而
明
』
、

内
題
に

『ゼ

l
ア
ル
テ
ル
レ
リ
イ

l
』
と
記
し
た
二

O
冊
本
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
原
著
は
～
幕
末
の
海
軍
砲
術
に
関
す

る
事
典
と
し
て
尊
ば
れ
た

年
版
で
、
上
記
の
佐
賀
本
支
藩
本
は
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
杉
国
立
卿
ら
幕
府
天
文
台
訳
員
に
よ
り
二
八
巻
本
と
し
て
静
、
訳
さ
れ
た
も
の

。
白
－

Zロ
山
－

Z
の

F
m
F円
同
色
『
印
刷
丘

σ
C
F白
円
。
ロ
仏
叩
円
円
百
円
一
口
門
同
日

N
叩
白
血
円
同
ニ
｝
由
ユ
巾

ω仏
向
島
門
口
六

の
一
八

の
写
し
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
小
城
に
は
尺
弁
斤
量
訳
『
レ
イ
ド
タ
ラ
ー
ド
』
と
い

5
－
九
冊
本
が
あ
り
、
同
名
の
も
の
の
端
本
は
本
円
滑
に

も
三
部
あ
る
。
こ
の
訳
本
に
関
し
て
は
、
前
掲
『
佐
賀
薄
銃
砲
沿
革
史
』
に
、
佐
賀
務
で
は
精
煉
方
に
設
け
た
関
学
寮
で
、
石
黒
寛
次
等
を
中

心
に
「
－
訳
出
す
る
に
従
っ
て
研
究
の
歩
を
進
め
し
」
め
た
原
書
籍
の
一
つ
と
し
て
「
新
訓
海
上
砲
術
全
世
一
回
（
千
八
百
六
十
一
年
サ
汗
）
」
を
あ
げ

守

a

て
ゐ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
カ
ル
テ
ン
の
増
訂
新
刊
本
の
、
佐
賀
謬
に
お
け
る
翻
訳
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

佐
賀
文
藩
の
蘭
学
に
つ
い
て
（
杉
本
）

八



佐
賀
支
藩
の
蘭
学
に
つ
い
て
（
杉
本
）

右
の
カ
ル
テ
ン
の
訳
本
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
同
が
あ
る
の
で
、
比
較
参
考
の
一
端
と
し
て
、
三
者
の
届
次
第
－
一
貝
を
左
に
か
か
げ

八
四

て
み
る
。蓮

池

本

小

城

本

小

城

本

滋
阿
児
脚
而
明
海
上
砲
術
全
書
レ
イ
ド
タ
ラ
！
ド

第
一
巻
第
一
章

第
一
巻
第
一
章

合
薬
の
事

硝

石

合
薬
の
事

硝
石
木
炭
硫
黄
A
口楽

に
火
移
熔
和
の
事

加
調
薬
品
の
事

木

炭

硫

黄
合
楽
に
火
移
裕
和

の
事

な
お
訳
者
の
尺
弁
斤
量
は
む
ろ
ん
変
名
で
、

凡

例

第
一
章

合

楽

硝

石

木

炭

硫

黄
合
薬
に
火
移
し
て
溶
化
の
事

い
ま
の
と
こ
ろ
本
名
は
未
詳
で
あ
る
が
、
す
で
に
官
撰
の
旧
版
が
で
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
は

ば
か
り
、
撰
者
未
詳
の
砲
術
書
『
斤
量
尺
度
篇
』
に
ち
な
ん
で
こ
の
変
名
を
使
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

g
p
B白
g
m
g〈
同
白
山
色

2
仏門
m
F
d〈
喜
四
ロ
印
日
一
三
由
ロ
l

こ
の
ほ
か
冨
己
｝
S
F
』
・
』
・
〈
帥
同
同
日
出
血
ロ
円
四
］
旦
円
四
ロ
ロ

m
〈
。
。
円
仏
叩

0
4
0
z
t。巾ロ

（一

C
問
）
や
杉
田
成
卿
の
一
煩
醸
同
法
』

〆ー、

=';! -

編新冊
西）
洋な
砲ど
{;tg の

火写
具本

も
あ
り
、
ま
た
『
練
憤
手
法
』

（
二
冊
）

件。円

F
E
z－
－
刊
同
日
冊
目
ロ
同

2
2
2
5・
の
鈴
木
春
山
訳
三
ニ
兵
活
法
』

－
伊
物
・
青
色
勅
腐
（
甑
人
）
『
泰
西
海
陸
必
要
正
真
火
器
製
造
審
』
（
五
冊
〉

篇
補
選
』
な
ど
、
本
務
文
庫
や
蓮
池
文
庫
に
も
問
書
名
が
み
あ
た
ら
ず
、

一
一
洋
学
編
年
史
』
等
に
も
の
っ
て
い
な
い
も
の
も
二
・
三
あ
る
が
、

あ
る
う
。

紙
数
の
関
係
で
そ
の
考
誌
は
省
略
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
兵
器
の
研
究
製
造
に
群
を
抜
い
て
い
た
佐
賀
議
調
係
書
と
し
て
軒
視
で
き
な
い
で



(4) (3) (2) (1) 

註

前
掲
『
鍋
島
直
正
公
伝
一
二
六
五
、
六
頁
。

同
右
、
第
四
一
綿
一
回
一
一
貝
。

佐
賀
県
学
務
部
学
務
課
『
佐
賀
県
郷
土
教
育
資
料
集
』
五
七
七
頁
。

前
掲
『
武
雄
の
間
学
』
六
三
一
員
所
引
に
よ
る
。

四

ω
同
じ
く
六
二
頁
所
引
。

間
関
学
資
刈
研
究
会
編
『
江
一
戸
幕
府
出
蔵
停
書
目
録
』
一
四
頁
参
照
。

州

w

秀
自
国
成
忠
『
佐
制
民
弘
治
銃
自
沿
革
史
』
一
二
六
九
貫
。
な
お
右
の
江
一
戸
幕
府

の
目
録
に
も
一
八
三
二
年
の
ほ
か
、
一
八
四
二
年
刊
本
し
か
み
え
な
い
。

ひ
と
わ
た
り
調
べ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
数
量
上
で

は
蓮
池
と
く
ら
べ
て
み
て
も
、
か
な
ら
ず
し
も
優
勢
で
は
な
く
、

小
域
文
庫
に
残
存
す
る
蘭
学
関
係
史
料
を
、
蓮
池
。
本
藩
両
文
庫
と
対
照
し
な
が
ら
、

と
〈
に
兵
骨
一
百
で
は
は
な
は
だ
し
く
見
お
と
り
が
す
る
が
、
な
か
に
は
『
海
上

砲
術
全
書
』
と
『
レ
イ
ド
タ
ラ
ー
ド
』
の
閣
係
な
ど
、
軍
事
史
研
究
に
と
っ
て
興
味
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。
医
書
を
中
心
と
し
た
自
然
科
学
書

関
係
文
献
は
、

の
方
で
は
、
蓮
池
と
は
質
量
と
も
に
比
較
に
な
ら
ず
、
本
滞
の
欠
を
補
い
う
る
も
の
が
い
く
つ
か
自
に
つ
い
た
。
全
体
を
通
じ
て
小
城
の
一
闘
学

一
文
落
と
し
て
は
よ
く
と
と
の
っ
て
お
り
、
そ
の
点
隣
り
の
福
岡
滞
の
秋
月
支
滞
で
の
場
合
と
く
ら
べ
て
も
、
た
し
か
に
注
目

に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

に
値
し
よ
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
に
貴
重
な
数
々
の
文
献
を
残
し
た
小
城
誌
の
顔
学
発
達
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
み
た
ら
い
い
か
？

最
後

ま
ず
従
来
知
ら
れ
て
い
る
関
学
史
上
の
事
演
で
あ
る
が
、
関
係
諸
文
献
に
あ
た
っ
て
み
て
も
、
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
。
た
と
え

ば
『
小
城
郡
誌
』
の
「
旧
家
人
物
」
の
立
に
も
、
特
別
に
洋
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
の
事
績
は
皆
無
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
男
爵
宮
岡
敬
明
・

を
身
に
つ
け
た
に
ち
が
い
な
い
が
、

同
松
田
正
久
晶
子
爵
波
多
野
敬
直
・
菊
地
常
三
郎
な
ど
、
小
城
薄
出
身
で
明
治
以
後
も
各
方
面
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
人
々
は
、
必
ず
や
洋
学

郷
関
を
山
山
て
各
地
に
退
学
し
て
い
る
の
で
あ

佐
賀
支
藩
の
関
学
に
つ
い
て
（
杉
本
〉

か
れ
ら
は
藩
校
興
譲
館
で
伯
学
の
課
業
を
受
け
た
の
ち
、

八
五



佐
賀
支
藩
の
蘭
学
に
つ
い
て
へ
杉
本
）

八
六

る
。
同
蓄
に
ぽ
そ
の
他
の
人
物
の
欄
で
、
小
、
城
郡
の
三
二
人
の
係
学
者
、
二
一
人
の
国
学
者
に
な
ら
ん
で
、
洋
学
者
は
た
っ
た
一
人
袋
久
平
と

い
E
ノ
名
を
あ
げ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
や
『
佐
賀
藩
海
軍
史
』
。
一
佐
賀
藩
銃
自
党
達
夫
』
な
ど
に
も
活
動
の
あ

。AU

と
は
見
え
な
い
。
た
だ
一
つ
『
伊
東
玄
朴
伝
』
所
載
の
「
門
人
姓
名
録
〕
ー
に
よ
る
と
、
象
先
堂
の
佐
賀
の
門
人
凶
四
人
中
、
小
城
は
堤
柳
翠
・

水
同
玄
道
。
宮
崎
元
益
・
神
代
玄
哲
（
破
門
）

－
斉
藤
玄
周
e

石
動
貫
吾
・
香
田
文
哉
・
宮
崎
元
ヰ
・
村
田
有
山
の
九
人
、
蓮
池
は
一
人
、
武

雄
は
四
人
と
あ
る
か
ら
、
小
故
人
で
蘭
学
を
志
し
東
都
に
遊
学
し
た
も
の
も
す
く
な
く
な
か
っ
た
わ
け
で
九
る
。

こ
の
よ
う
に
小
城
の
蘭
学
者
の
事
績
は
い
ま
の
筆
者
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
未
詳
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
輿
譲
館
の
教
育
内
容

に
は
什
学
が
加
え
ら
れ
た
形
跡
の
不
明
確
な
こ
と
と
も
関
連
が
あ
る
。

さ
ま
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
実
は
小
域
文
庫
蘭
学
関
係
書
に
は
、
福
島
清
行
の
署
名
が
い
く
つ
か
み
え
、
ま
た
筆
蹟
か
ら
も
同
人
の
手
写
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
と
に
『
民
間
格
致
問
答
』
は
大
庭
先
生
よ
り
貰
っ
た
と
奥
書
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
と
、
加
」

の
人
は
雪
斎
の
門
弟
と
し
て
、

師
の
信
頼
を
得
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

『
気
海
叡
澗
』
な
ど
に
も
「
福
島
清
行
蔵
書
」
と
明
記
し
て
い
る

し
、
小
城
文
庫
は
か
な
ら
ず
し
も
落
主
旧
蔵
書
と
は
か
ぎ
ら
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。

ζ

の
人
の
事
績
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
探
宗

し
た
が
、

い
ま
ま
で
の
調
査
で
は
、
佐
賀
薄
商
学
関
係
者
中
で
は
「
明
治
二
年
藩
軍
事
局
役
人
名
簿
」
に
、
海
軍
所
得
軍
少
幹
事
福
島
徳
之
助

の
名
が
の
っ
て
い
る
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
が
、
清
行
と
こ
の
徳
之
助
と
の
関
係
も
わ
か
ら
な
い
。
佐
賀
落
史
上
に
も
し
名
を
残
さ
な
か
っ
た

と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
早
世
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
方
が
あ
っ
た
な
ら
は
、
御
教
示
聞
い
た
い
も
の
で

あ
る
。

蓮
池
支
藩
の
方
同
相
当
活
発
な
事
績
を
伝
え
て
い
る
。

は
、
お
そ
ら
く
佐
賀
務
全
体
と
し
て
も
も
っ
と
も
早
い
島
本
竜
噺
（
良
煩
）
で
あ
る
。
も
と
蓮
池
の
町
医
者
の
出
身
で
あ
る
が
、
す
で
に
寛
政

小
城
藩
学
の
実
情
が
と
の
よ
λ
ノ
に
不
明
瞭
な
の
に
た
い
し
て
、

同
ザ
品
川
蘭
学
の
鼻
抵

末
か
ら
長
崎
に
出
て
蘭
学
を
修
め
、
帰
郷
し
て
蘭
方
医
と
な
り
、
関
常
一
日
を
講
じ
た
c

幕
末
蘭
学
の
泰
斗
伊
東
玄
朴
も
竜
開
の
弟
子
で
あ
る
。
竜



繍
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
佐
賀
関
学
寮
が
設
け
ら
れ
る
と
、
寮
監
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
の
ち
蓮
池
滞
の
侍
医
を
も
っ
と
め
た
。
蓮
池
で
は

八
世
藩
主
鍋
島
直
与
（
雲
聖
）
み
ず
か
ら
「
当
年
の
諸
侯
中
に
洋
学
者
を
以
て
称
せ
ら
れ
た
」
ほ
ど
の
蘭
癖
大
名
で
あ
り
、

「
仏
蘭
察
誌
』

『
欧
経
巴
諸
図
』
等
の
著
書
も
ら
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
前
記
の
ご
と
く
長
崎
か
ら
高
見
浅
五
郎
を
招
い
て
大
砲
の
鋳
造
を
開
始
し
、
ま
た

高
島
秋
帆
の
門
人
で
長
崎
の
洋
学
者
で
あ
っ
た
山
本
晴
海
を
も
召
し
か
か
え
て
砲
術
師
範
と
す
る
な
ど

J

町
商
学
育
成
の
実
情
を
想
見
す
る
に
足

る
も
の
が
あ
る
。

も
っ
と
も
維
新
期
の
近
代
的
洋
式
軍
備
の
上
で
は
、
薄
の
財
力
規
模
か
ら
み
て
当
然
で
は
あ
ろ
う
が
、
小
城
の
方
が
蓮
池
よ
り
や
や
ま
さ
り
、

戊
辰
の
役
に
さ
い
し
て
は
、
本
山
市
術
、
蓮
池
・
武
雄
の
箪
固
と
と
も
に
小
城
草
も
東
国
各
地
に
転
戦
し
、
時
利
を
お
さ
め
た
の
で
あ
る
か

hM
佐

賀
支
藩
の
一
関
学
も
軍
事
技
術
の
一
場
入
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
他
藩
に
比
較
し
て
数
等
進
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

小
城
に
お
け
る
商
学
の
意

義
も
、
結
局
こ
う
し
た
軍
事
技
術
の
優
位
と
い
う
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
実
情
を
叫
か
に
す
る
に
は
、
小
域
文
庫
に
蔵

せ
ら
れ
て
い
る
大
部
の
諸
政
関
係
文
書
・
落
日
記
を
渉
猟
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
大
庭

雪
粛
の
影
響
力
が
、
医
学
。
物
理
学
。
数
学
等
に
わ
た
り
大
き
か
っ
た
こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
再
吟
味
さ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

註

ω
小
城
郡
教
育
会
『
小
城
郡
誌
』
四
六
三
J
四
六
五
頁
参
照
。

ω
同
右
書
、
四
七
四
頁
。

ω
伊
東
栄
『
伊
東
玄
朴
伝
』
附
録
、
一

1
一
六
頁
参
照
。

ω
小
域
文
庫
本
『
蘭
学
階
梯
』
の
表
紙
に
は
同
g
W
C四
回
目
白
血

裏
表
紙
に
は

E』

o
g
g
の
署
名
が
あ
る
。

（清行）

（
福
島
）

ω
秀
島
成
忠
『
佐
賀
落
海
軍
史
』
二
三
八
頁
。

ω
由
一
同
本
竜
粛
の
略
伝
は
前
掲
『
伊
東
玄
朴
伝
』
修
学
、

照。ω
前
掲
『
佐
賀
県
郷
土
教
育
資
料
集
』
五
七
七
一
良
。

ω
『
日
本
洋
学
編
年
史
』
四
二
五
京
。

ω
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
第
六
一
編
参
照
。

一白
i
一
八
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佐
賀
支
藩
の
蘭
学
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て
（
杉
本
）
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佐
賀
支
藩
の
蘭
学
に
つ
い
て
（
杉
本
）

八
八

〔
付
記
〕
小
城
文
庫
・
蓮
池
文
庫
等
の
調
査
に
あ
た
り
、
佐
賀
大
学
や
佐
賀
県
立
図
書
館
の
方
々
に
種
々
御
高
配
を
頂
い
た
。
と
の
機
会
に

深
謝
し
た
い
。




